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第 3 章から第 7 章までは補助動詞用法を持つ個々の語における意味の抽象化過程を扱っている。第 3 章では本論文
の動詞の意味分析中，中心的な位置を占めているヤル・クレル・モラウを扱う。従来，受給動詞の補助動詞~テヤル・
~テクレル・~テモラウは埋め込み構造を有し，本動詞において 2 者間でやり取りされる「物」が「埋め込まれた節
が表わす行為J に写像したものであるという解釈が多い。しかし， 2 者間での行為のやり取りとは限らない用法もあ





















































成果の 3 点目は，日本語教育学への応用の基礎となる研究であることである。第 2 言語としての日本語習得研究は
端緒についたばかりであるが，意味の抽象化研究は人間の認知操作を扱っており，同一形式による表現という点から，
類似と思考の問題，さらに類似であると認識することから第 2 言語習得上におこる第 1 言語の干渉，すなわち言語転
移の問題などにも連なりうるものである。これらの点の研究は今後の課題に属するが，言語の認知という観点からの
第 2 言語習得研究の基盤になることは間違いないだろう。
ただ，本研究にも問題がないわけではない。先にも述べた，文脈からの影響が意味にどのような変容をもたらすか
については十分に論じられておらず，今後の進展に委ねるほかはない。しかしながら，上にも述べたとおり，日本語
の動詞における意味の抽象化過程の研究は他に類を見ないのであり，そのことがこの研究の価値を損うものではない
と考えられる。
本論文は，この分野での研究に対して 1 つのあらたな方向を示しており，今後，この種の研究に少なからぬ影響を
与える可能性があるものと考えられる。よって，本審査委員会は本学位申請論文が博士(文学)の学位を授与するに
ふさわしい価値を有するものであると判断し，ここに報告する。
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